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特集第2部 体験談
ボ ラ ンテ ィア につ い て
医学部5年生 文 野 誠 久
震災の後,私 は救護所で しば らくの問手伝 いをして
いた.最 初 にいったのは雪の御所公園の救護所,2月
13日の ことだ った.兵 庫区の小 さな公園に不釣 り合い
な赤いテ ン トの救護所には,ま だで きたばか りだか ら
か患者 さんは一人 もいない。医師が2名 に臨床検査の
技 師さん5,6名,そ の他学生,み んな暇そうに して
いる.な にしようかと思いあぐねていると学生 とおぼ
しき年輩の人が(後 に藤原 さん とい う名前だ と知っ
た),「近 くの救護所 を回って宣伝 をしてみればどうか」
と提案 を した.そ こで外科 の先生,技 師さん二人,そ
して私 とで出発する。地図を片手に区内を練 り歩いて
い くと,崩れた家,そ の横でなんともなっていない家,
そ して元気に働いている人たちが 目に付いた.意 外 と
活気にあふれていて安心 した.パチ ンコ屋は大盛況だ.
風が吹 くと桶屋が儲かるらしいが,地 震が起 こるとパ
チ ンコ屋が儲か るらしい.
最初訪れたのは中学校だった.の ん きなことを考え
ていた私 も避難所 を見て地震の悲惨 さを目のあた りに
した気分 だった.校 庭に置かれた大量の仮設 トイレ,
廊下,教 室 を間わず寝ている人々,見 慣れぬ 自衛隊の
車,う つ むいた人,歩 き回っている人,ま さに混沌 と
していた.校 長先生にお会 いしてこち らのことをお話
してみる.校 長先生 は疲れた顔 をしなが らも黙 ってお
話 しを聞いて くださ り,救護所のことを構 内で宣伝 し
てお くといって くれ た.そ して こう付 け加 えた.「私
か らも一つ要望があ ります.こ の避難所 にだいぶ弱っ
たお年寄 りがいますが,近 辺の病院が受 け入れて くれ
ません.大 学病院の方で入院 させて くれるか,転 院先
を手配 して くれるので しょうか」.その ときまで私 は
教護所 さえあれば医療は何 とかなる,な どと甘いこと
を考 えていたのが,こ の とき初めてこの神戸で本当に
求められている医療 を知 ったような気が した.教 護所
に来 られる人はまだ幸せな方で,本 当に医療 を必要 と
している人がそれを受けられないでいる.そ れ を助け
るのが行政の,そ して地域 に根づいた大学病院の仕事
だ と思った.大 学 に早急に掛け合 うことを約束 しなが
ら学校 を去 り,ほ かの救護所 を回る.そ の 日は4カ 所
ほど訪れたが,ど こも同 じような問題を抱 えていた.
病院に帰 って,千 原先生に転院のことを問い合 わせて
み ると,す でに検討中との こと.翌 日もう一度避難所
まわ りしたときに,昨 日の中学校 に報告に行 くが 「神
戸市内の病院ですか?」 と聞かれ,「加古川や,姫 路
の病院 も含 まれ ます」 と答えると 「それじゃあま り意
味がないで しょう」といわれた.お 年寄 りはやは り地
元 を離れた くないらしい.現 実はなかなか難 しい もの
だと思 った.
雪の御所 の宣伝効果が現れて きたのか患者 さんが増
え始めやっと軌道 に乗 って きた頃,私 は西宮の安井小
学校の救護所に行 くことになった.自 衛隊の救護団が
引 き上げ,神 大が引き継 ぐことになったからだ.安 井
小学校 には300名ほどが避難 していた.し か し学校が
すでに始 まっているせいか子供が元気 に遊んでお り,
雰囲気はそんなに悪 くない.食 事 はボランテ ィアの団
体が作 っていたが,い らないといって も持 って きて く
れるのであ りがた く頂 くことにす る.医 師1名,看 護
婦1名,学 生2～3名 で常駐するが,さ ほど重症の患
者 さんはお らずのんび りとしていた.た だ一つびっ く
りしたことは同 じ学年の大須賀 さんにお会い したこと
だ.家 が全壊 して家族全員で避難 しているらしい,避
難所暮 らしを結構他人事だを思っていた私 も,さ すが
に地震の根 の深さを痛感せず にいられなか った。
2,3週 間ほどすると今度 は灘区にある浜田公園の
自衛隊の救護所 を引き継 ぐことになった.4回 生の高
沢君 と私の二人で引き継 ぎに行 く.タ クシーの運転手
も知 らない ようなその小 さな公園にテ ントがひ しめき
合い,す ぐとな りでは崩れ果てた阪神電車の石屋川車
庫に工事用車両が ひっきりな しに出入 りしている,天
井の低い小 さなテン トが救護所だった.狭 くて薄暗い
その中に自衛隊の方が4名 おられた.細 かい打合せを
す ませる.ここも重篤 な患者さんはお られないようだ.
あ くる日か ら診療が始 まった.朝 に灘区の保健所の方
が挨拶に来 られた.現 状 を聞 くと灘区では医師会 とう
ま く折 り合 って無料で医療 を受けられるようにしてい
るらしい.さ らにボランテ ィアの救護所 との意見調整
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も行 っているようだ.当 た り前の ことのようだがそれ
が まった くできていない区 もあるのですばらしいこと
だと思った.
救護所の活動 自体は暇な もので,一 日中患者 さんを
待ち,午 後に一時間ほど近 くの避難所に回診 に行 くぐ
らいだ,こ の浜田公園 もご多分に漏れず お年寄 りが多
く,毎 日血圧 を測 りに来 るおばさん,テ ン トの前でい
つ も火 にあたってい るお じい さん などい らっ しゃっ
た.血 圧おばさんはなかなか手強 く,我 々学生に対 し
て も 「態度が悪い」 とか 「頼 りにな らんね」な どとア
ドバイスをくださる.先 生 に薬をとるようにいわれた
とき 「違 う違 う,そ れ じゃなくてあっちの」 と,こ れ
ではどち らが ボランテ ィアかわか らない.回 診は近 く
の徳井会館 を中心 に回ったが,2日 に1回 ほど患者 さ
んがこられる くらいだ.表 面上は神戸の町は落ちつい
ているかのようになってきたが,避 難所では うつむい
たままの人がやは りいた.
浜田公園の方 も3月31日で撤退することになった.
小 さなテ ントなのに意外 と物が多 くて運搬す るのに苦
労する.最 後に例 の血圧おばさんが 「寂 しくなるね」
とい って くれたときにはボランティアをや ってほんと
によかったと思 った.
救護所は終わったが避難所暮 らしを強いられている
ひとたちにはなに も終わっていない.ま だまだ問題は
山積みだ.行 政に任せ られることは任せて,私 にで き
ることがあればこれからもや っていきたいと思 う.そ
れが,な にも考えていなかった私にボラ ンテ ィア,そ
して医師 とい うものについて もう一・度考 え直す機会 を
与 えて くださった被災者の方々にできる私の恩返 しだ
と思 う.
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